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山
口
光
円
氏
蔵
の
草
案
集
二
階
は
、
奥
書
に
「
建
保
四
年
正
月
廿
四
日
酉
時
許
写
了
／
取
筆
明
尊
之
」
と
あ
る
通
。
、
建
保
四
年
（
三
一
六
年
）

の
書
写
本
で
あ
っ
て
1
誤
字
な
ど
か
ら
見
て
原
本
で
は
な
い
が
、
字
体
等
か
ら
す
れ
ば
成
立
間
も
な
い
頃
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書

の
書
誌
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
の
覆
製
本
の
解
説
に
詳
し
い
。
片
仮
名
交
り
の
仏
教
説
話
集
と
し
て
、
そ
の
用
語
に
は
中
世

語
や
中
世
語
法
が
認
め
ら
れ
、
抄
物
書
等
の
表
記
と
共
に
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
好
資
料
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
や
用
字
・
用
語
等
に
つ
い

（1）

て
の
詳
細
な
記
述
を
未
だ
見
な
い
現
状
で
あ
る
。
『
草
案
集
』
を
国
語
史
の
研
究
資
料
と
し
て
の
資
料
性
に
言
及
す
る
為
に
は
、
表
記
形
態
！
用

字
法
・
語
法
・
語
彙
等
の
諸
方
面
に
亘
っ
て
、
個
々
の
事
象
の
整
理
を
ふ
差
て
∵
全
体
を
見
渡
す
報
告
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
先
ず

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
で
考
察
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研
　
究

そ
の
中
で
用
字
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
今
後
の
研
究
の
出
発
点
と
し
た
い
と
考
え
る
。

『
草
案
集
』
の
本
文
は
、
三
丁
表
の
一
「
草
案
」
と
内
題
し
た
所
よ
り
入
る
。
そ
の
内
容
は
、
本
文
中
に
改
行
し
吏
不
さ
れ
た
小
見
出
し
に
従
・
つ

て
仮
に
目
次
を
作
る
と
す
れ
ば
、
次
の
如
く
に
な
る
。

法
則
・
表
白
の
草
案

阿
弥
陀
供
養
法
表
白

大
師
供
表
白

同
（
大
師
供
）
表
白

楔
厳
講
表
白

第
五
巻
（
法
華
経
五
巻
）

第
八
巻
（
法
華
経
八
巻
）

三
身
釈

経
論
よ
り
の
抄
録

三
丁
表
一
行
目
～
五
丁
裏
三
行
目

五
丁
裏
六
行
目
～
七
丁
嘉
五
行
目

七
丁
裏
六
行
目
で
（
九
丁
表
六
行
目

九
丁
表
七
行
目
T
（
十
丁
真
二
行
目

十
丁
裏
三
行
目
～
十
一
丁
裏
七
行
目

十
一
丁
裏
八
行
目
で
（
十
七
丁
真
二
行
目

十
七
丁
裏
三
行
目
～
二
十
七
丁
真
二
行
目

二
十
七
丁
裏
三
行
日
で
～
三
十
二
丁
表
四
行
目

三
十
一
丁
表
六
行
目
～
三
十
二
丁
裏
六
行
目

こ
れ
に
よ
れ
ば
本
書
は
内
容
上
か
ら
＜
表
白
部
分
∨
と
＜
そ
れ
以
外
の
部
分
＞
と
に
二
分
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
論
者
は
さ
ら
に
、
表
記
・
文

体
二
語
法
等
の
国
語
学
上
の
観
点
か
ら
も
、
同
様
の
結
論
に
達
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
書
全
体
を
ま
ず
右
の
よ
う
な
二
部
に
区
切
り
、
草
案
と
四
種
の
表
白
と
で
成
る
前
半
三
分
の
二
十
二
」
裏
七
行
目
ま
で
）
を
「
表

白
部
」
、
そ
れ
に
続
く
後
半
の
残
り
の
部
分
（
十
一
丁
裏
八
行
目
以
後
）
を
「
説
話
部
」
と
仮
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
後
半
を
「
説
話
部
」
と
し
た
の

は
、
比
喩
因
縁
詔
と
し
て
の
説
話
の
引
用
が
中
心
と
な
っ
た
文
学
的
表
現
に
富
ん
だ
内
容
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
小
稿
は
、
『
草
案
集
』
の
用
字
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
本
書
成
立
当
時
の
社
会
的
用
字
習
慣
、
或
い
は
表

白
や
説
話
の
文
体
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
秒
か
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



本
来
総
て
の
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
先
ず
今
回
は
副
詞
に
限
定
し
て
採
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
副
詞
を
最

初
の
検
討
対
象
と
し
た
の
は
、
漢
文
・
日
本
語
文
の
文
章
内
容
に
基
ず
く
使
用
上
の
制
約
が
比
較
的
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
故
で
あ
る
。
し
か
も

副
詞
は
、
漢
文
と
日
本
語
文
、
或
い
は
文
章
語
と
口
頭
語
と
い
う
性
格
上
の
相
違
が
表
出
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ

る
。副
詞
の
認
定
に
関
し
て
は
、
体
亨
用
言
な
ど
の
用
法
と
の
境
界
が
明
確
に
で
き
な
い
も
の
、
疑
問
副
詞
の
如
く
訓
の
決
定
が
容
易
で
な
い
場

合
の
多
い
も
の
、
字
音
語
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象
外
と
し
て
省
略
し
た
。
ま
た
、
品
詞
論
上
形
容
動
詞
と
認
め
得
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
い
ず
れ
も
副
詞
に
含
め
て
考
察
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

一
、
漢
字
の
用
字
基
盤

『
草
案
集
』
に
記
さ
れ
た
漢
字
が
い
か
な
る
語
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
明
確
に
定
め
難
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
斯
る
漢
字
に
つ
い
て

（
2
）
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
の
語
を
確
定
す
る
為
に
は
、
そ
の
漢
字
の
訓
を
先
ず
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
『
類
衆
名
義
抄
』
及
び
『
色
菓
字
類
抄
』
を
基
本
資

料
と
し
て
、
本
書
に
お
い
て
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
諸
漢
字
に
つ
い
て
訓
の
検
討
を
試
み
た
。
又
、
訓
の
確
定
に
当
っ
て
は
本

書
中
の
捨
て
仮
名
も
有
力
な
手
掛
り
と
な
り
、
そ
の
漢
字
の
使
用
さ
れ
た
文
脈
上
の
意
味
が
手
掛
り
と
な
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
こ
上
で
あ

（4）

る
。
こ
れ
ら
の
手
続
に
よ
っ
て
も
尚
訓
の
決
定
し
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
一
往
保
留
と
し
、
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。

本
書
の
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
が
、
『
色
菓
字
類
抄
』
で
そ
の
語
を
表
記
す
べ
き
漢
字
と
し
て
記
さ
れ
た
総
掲
出
漢
字
中
で
欝
何
位

に
掲
出
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
は
、
本
書
の
漢
字
の
用
字
基
盤
を
考
え
る
為
の
一
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
左
に
本

書
の
副
詞
と
そ
れ
が
『
色
菓
字
類
抄
』
の
中
で
そ
の
語
を
表
わ
す
漢
字
と
し
て
記
さ
れ
た
掲
出
漢
字
の
第
何
位
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
状

（5）

況
を
示
す
。
分
子
の
数
字
は
当
該
字
の
掲
出
順
位
、
分
母
の
数
字
は
そ
の
語
を
表
わ
す
べ
き
漢
字
と
し
て
記
さ
れ
た
掲
出
漠
字
数
で
あ
る
。

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
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右
掲
の
如
く
、
本
書
に
お
い
て
剥
詞
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
は
『
色
菓
字
類
抄
』
で
の
掲
出
順
位
が
一
位
（
9

8
例
中
73
例
）
、
も
し
く
は
二

位
（
1
4
例
）
の
も
の
が
大
多
数
を
占
め
、
就
中
初
掲
字
に
一
致
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
即
ち
、
こ
の
辞
書
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
中
世
の
多
く

（
6
）

の
漢
字
交
り
片
仮
名
文
が
そ
う
で
あ
る
如
く
、
『
草
案
集
』
の
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
は
日
常
常
用
の
漢
字
群
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ

う
で
あ
る
。

次
に
語
を
中
心
に
副
詞
を
表
し
て
い
る
諸
漢
字
を
整
理
し
て
み
る
（
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
副
詞
が
い
か
な
る
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
か
を
み
る
｝
と
、

本
書
に
お
け
る
漢
字
使
用
が
実
に
単
調
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
看
取
さ
れ
る
。
過
半
数
の
．
副
詞
に
つ
い
て
は
、
本
書
全
体
を
通
じ
て
単
一
の
漢
字

に
依
っ
て
そ
の
表
記
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
複
数
の
漢
字
を
使
用
す
る
場
合
も
存
す
る
が
、
大
半
は
二
主
種
で
あ
っ
て
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
こ
と
は

殆
ど
な
い
。

本
書
全
．
体
を
見
渡
し
た
場
合
は
右
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
先
に
十
一
丁
裏
八
行
目
で
区
切
っ
た
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
と
の
二
大
部
分
に

分
け
て
み
る
と
、
更
に
興
味
深
い
事
実
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
は
副
詞
の
漢
字
表
記
が
数
種
に
及
ぶ
も
の
の
場
合
に
殊
に
象
徴
的
に
現
わ
れ
る
虻

そ
こ
で
同
一
語
が
複
数
の
漢
字
に
依
っ
て
表
記
さ
れ
た
副
詞
を
抽
出
し
、
．
語
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
が
「
表
白
部
」
と
∴
儲
話
部
」
と
に
ど
の
よ

う
に
出
動
す
る
か
を
整
理
し
て
示
す
。
尚
、
各
漢
字
の
右
下
の
数
字
は
そ
の
使
用
頻
度
で
あ
る
。

伺
ア
マ
ネ
ク
岳
表
白
部
（
遍
1
・
普
1
）
・
説
話
部
（
遍
1
の
み
）

㈲
ス
デ
ニ
◇
表
白
部
（
既
6
・
巳
2
）
・
説
話
部
（
既
1
9
の
み
）

伺
タ
ダ
⑮
表
白
部
（
只
2
・
唯
1
）
・
説
話
部
（
只
1
9
・
唯
5
）

刷
タ
ト
ヒ
8
表
白
部
（
設
1
・
縦
1
）
・
説
話
部
（
設
1
の
み
）

回
ツ
ヒ
ニ
串
表
白
部
（
遂
1
・
終
1
）
．
・
説
話
部
（
遂
3
の
み
）

的
ト
モ
こ
．
◇
表
白
部
l

（
共
。
の
み
）
・
説
話
部
（
共
は
・
供
。
）
・

㈲
ナ
ヲ
⑮
表
白
部
（
尚
3
・
猶
3
）
・
説
話
部
（
猶
6
の
み
）

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
「
考
察



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈲
ハ
ジ
メ
テ
⑮
表
白
部
（
初
2
の
み
）
・
説
話
部
（
始
2
の
み
）

の
マ
コ
ト
ニ
◇
表
白
部
（
実
1
・
誠
2
）
・
説
話
部
（
実
5
・
定
1
）

用
マ
サ
ニ
⑪
表
白
部
（
方
3
・
将
2
・
正
1
・
仇
1
）
・
説
話
部
（
方
2
・
将
2
・
正
1
・
当
3
）

㈲
マ
タ
⑪
表
白
部
（
復
1
の
み
）
・
説
話
部
（
又
4
・
亦
1
）

川
モ
ト
モ
⑪
表
白
部
（
尤
1
の
み
）
・
説
話
部
（
尤
6
・
敢
2
）

的
ヤ
ウ
ヤ
ク
◇
表
白
部
（
漸
1
・
梢
3
）
・
説
話
部
（
漸
3
の
み
）

か
く
の
如
く
「
説
話
部
」
に
お
い
て
は
唯
一
種
、
し
か
も
『
色
葉
字
類
抄
』
で
の
掲
出
順
位
が
上
位
の
漢
字
に
依
っ
て
副
詞
の
表
記
が
行
な
わ
れ

る
の
が
原
則
的
で
あ
り
、
二
種
以
上
の
漢
字
で
表
記
す
る
の
は
「
表
白
部
」
　
の
特
徴
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
説
話
部
」
に
お
い
て

複
数
の
漢
字
が
使
用
さ
れ
た
何
的
同
値
㈲
Ⅲ
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
中
の
一
方
が
優
勢
で
あ
る
（
例
え
ば
、
‖
「
寛
」
・
㈲
「
亦
」
は
本
書
に
一

（7）

例
の
使
用
し
か
な
く
、
Ⅲ
「
蜃
」
は
二
例
の
み
で
あ
る
。
的
「
倶
」
の
確
例
は
、
対
句
の
表
現
で
「
～
共
ニ
～
倶
ニ
ー
1
」
と
用
い
ら
れ
た
も
の
．
で
あ
る
）
本
書
全
体

の
漢
字
使
用
が
単
調
で
あ
る
中
で
、
更
に
「
説
話
部
」
　
の
単
調
さ
は
際
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
漢
字
表
記
さ
れ
た
副
詞
に
よ
り
、
本
書
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
L
H
そ
の
用
字
基
盤
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
．

次
節
で
は
、
仮
名
書
き
の
も
の
も
含
め
本
書
に
お
け
る
副
詞
の
用
字
法
に
つ
い
て
、
漢
文
訓
読
語
系
の
も
の
上
潮
文
語
系
の
も
の
と
の
差
を
み

る
こ
と
に
よ
っ
て
勘
え
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
も
、
前
節
と
同
様
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
と
に
分
け
て
そ
の
対
此
を
行
な
い
な
．
が
ら
考
察
を

進
め
る
。

二
、
程
度
副
詞
・
情
態
副
詞
に
つ
い
て

先
ず
程
度
副
詞
と
情
態
副
詞
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
漢
文
訓
読
特
有
語
か
和
文
特
有
語
か
に
分
け
（
以
下
便
宜
上
「
訓
読
語
」
「
和
文
語
」
と



略
記
す
る
）
、
そ
れ
が
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
と
に
お
い
て
如
何
様
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
る
。
『
草
案
集
』
め
総
て
の
副
詞
を
明

確
に
訓
読
語
と
和
文
語
と
に
弁
別
す
る
こ
と
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
敢
え
て
可
能
な
限
り
そ
の
い
ず
れ
か
に
分
類
し
た
。

そ
れ
を
更
に
次
の
三
グ
ル
ー
プ
に
類
別
し
、
ま
と
め
た
も
の
が
表
I
で
あ
る
。
．

（8）

A
類
l
＝
先
学
の
御
研
究
に
よ
り
、
明
確
に
漢
文
訓
読
特
有
語
・
和
文
特
有
語
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
、
積
極
的
に
位

相
に
よ
る
相
違
▼
が
L
認
め
ら
れ
る
も
の
．

B
類
＝
訓
読
・
和
文
共
通
の
語
と
い
え
る
も
の
が
主
で
、
明
確
に
い
ず
れ
か
の
特
有
語
と
は
定
め
難
い
が
、
『
源
氏
物
語
』
等
を
は
じ
め
と
す

（9）

る
和
文
系
作
品
に
お
け
る
使
用
頻
度
な
ど
に
依
っ
て
分
類
し
た
も
の

表
王

訓
　
　
読
　
　
語

部

説

話

和
　
　
文
　
　
語

読
　
　
語

和

文
　
　
語

但
（
3
）

借
（
2
）

大
ニ
（
2
）

自
然
ニ

数

　

　

柳

大
方
（
2
）

返
テ
モ
々
テ
モ

返
々
モ

加
様
ニ
（
2
）

ケ
ニ
／
＼

コ
マ
ヤ
カ
ニ

指
カ
ニ
（
2
）

シ
バ
！
＼

ス
コ
シ

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察

イ
・
h
－
ヽ

弥

　

　

ヲ

ツ

／

＼

カ
ウ
（
3
）

還
テ
モ
々
テ
モ

カ
ヤ
ウ
ニ
（
5
）

キ
ト
　
　
ケ
ニ

ケ
ニ
！
＼
－
シ
ウ

サ
（
1
1
）

サ
ス
カ
ニ

シ
ノ
ヒ
ヤ
カ
ニ
（
2
）

ツ
ク
ノ
′
、
、
ト

七
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
′
　
研
　
究

七
八

ナ
ヲ
ノ
＼
　
　
フ
ル
ウ
ノ
．
1

マ
シ
テ
（
3
）
　
　
増
　
．
ヨ
ニ

ワ
サ
ト
　
　
僅
ニ
（
▼
2
）

共
テ
（
3
）

初
テ
（
受
）

強
二

且必
（
2
）

只
（
2
）

唯常
（
4
）

申
〈

尚
（
3
）

極終二
猶
（
3
・
）

殊遂誠
（
2
）
．

初
（
3
）

共
ニ
（
1
2
）
　
　
復
l
ス
．
3
）

始
．
（
2
）
．
終
日
㌘
ス
）
（
2
）

盗尤
（
6
）
　
　
敢
（
2
）

漸
ク
（
2
）
　
新
々
土

鮮
二
　
　
強
ニ
（
3
）
．
顕
二

急
（
5
）
　
　
弥
（
3
）
∴
　
同
（
5
）

自
ラ
　
　
凡
（
3
）
　
　
旦
（
8
）

必
（
7
）
　
極
テ
（
3
）
．
殊
（
3
）

強
テ
　
　
憧
ニ
（
5
）
　
　
只
（
1
3
）

唯
（
5
）
　
タ
、
（
4
）
　
只
今
（
6
）

忽
ニ
（
2
）
　
常
（
6
）
　
遂
（
3
）

テ
ツ
カ
ラ
　
　
申
／
．
＼
－
ニ

尚
ヲ
　
　
猶
（
6
）
　
・
ナ
ク
！
1

惣
l
∵
．
遥
　
　
久
（
．
2
）

偏
（
7
）
　
　
再
　
　
フ
タ
、
ヒ

殆
　
　
実
ニ
（
′
5
）
　
　
定
ニ

又
（
4
）

自
（
3
．
）

先
（
8
）

ヤ
カ
テ

巳
ニ
（
2
）
　
　
既
（
6
）

互
ニ
（
4
）

悉
（
7
）

暫
ク

既
（
1
9
）

牒
ア
カ
ダ
ミ
ニ

惣
（
2
）

シ
バ
シ

早
（
3
）

＊
　
（
　
）
内
の
数
字
は
用
例
数
、
二
以
例
上
あ
る
場
合
に
示
す
。



C
類
＝
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
問
に
同
義
・
同
機
能
の
対
立
し
た
語
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
本
書
に
双
方
の
語
の
使
用
例
が
あ
る
も
の

A
類
で
は
、
和
文
語
が
「
表
白
部
」
に
使
用
さ
れ
た
例
は
「
僅
ニ
」
の
次
の
一
例
で
あ
る
。

○
然
酎
二
ヒ
供
レ
ハ
等
ク
供
這
沙
ノ
仏
ぺ
僅到
ヨ
唱
レ
ハ
同
シ
諦
妄
軸
ノ
経
づ
＜
七
オ
1
1
＞

（10）

訓
読
語
が
「
説
話
部
」
に
使
用
さ
れ
た
例
は
、
四
種
十
三
例
に
す
ぎ
な
い
l
。

（11）

C
麺
で
、
和
文
語
が
「
表
白
部
」
に
使
用
さ
れ
た
例
は
「
兼
テ
・
皆
・
早
ク
キ
ク
と
訓
ん
だ
場
合
）
」
の
三
種
七
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
皆
」

は
名
詞
と
副
詞
と
の
区
別
が
難
し
く
、
五
例
（
三
オ
ほ
・
四
オ
B
・
四
ウ
3
・
四
ウ
7
1
六
オ
8
）
と
も
に
「
全
体
・
す
べ
て
の
も
の
」
の
意
を
持
つ

名
詞
と
鯉
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
患
わ
れ
、
必
ず
し
も
訓
読
語
の
副
詞
「
悉
ク
」
と
同
義
・
同
械
能
の
和
文
語
と
し
て
対
比
で
き
な
い

と
も
思
わ
れ
る
。
左
に
そ
れ
ぞ
れ
「
兼
テ
」
「
早
ク
」
の
用
例
を
示
す
。
・

〇
有
二
詠
ル
月
政
客
不
シ
テ
顧
一
命
一
兼
テ
歎
暁
ノ
雲
撃
。
ト
ヲ
月
末
㌘
隠
」
里
仝
ハ
ウ
8
＞

○
法
蔵
比
丘
之
古
早
ク
定
テ
ヰ
」
賢
劫
敢
秋
盲
之
仏
ヽ
　
＜
八
ウ
3
＞

さ
て
、
A
類
・
C
類
に
み
る
限
り
、
「
表
白
部
」
に
和
文
語
を
用
い
る
の
は
例
外
的
な
場
合
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
尤

も
∵
B
類
も
合
せ
考
え
る
と
必
ず
し
も
そ
う
は
言
え
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
B
類
は
そ
の
殆
ど
が
所
謂
訓
読
・
和
文
共
通
の
語
と
亭
え
る
も

の
ま
で
も
敢
え
て
い
ず
れ
か
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
定
的
な
判
断
の
材
料
と
は
し
難
い
。
即
ち
、
「
表
白
部
」
に
お
い
て
は
、
純
粋

に
和
文
語
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
程
度
副
詞
・
情
態
副
詞
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
僅
か
三
例
と
極
め
て
少
な
く
、
漢
文
或
い
は
漢
文
訓
読
文
の

用
字
匿
依
ろ
う
と
す
る
態
度
が
窺
え
る
状
況
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

三
、
．
陳
述
副
詞
に
つ
い
て

右
の
程
度
副
詞
・
情
態
副
詞
に
つ
い
て
の
検
討
は
敢
え
て
簡
潔
を
旨
と
し
た
が
、
次
に
陳
述
副
詞
に
つ
い
て
は
や
や
詳
し
く
、
個
々
の
内
容
を

検
討
す
る
。

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

こ
こ
で
は
陳
述
副
詞
の
呼
応
関
係
を
中
心
に
検
討
し
て
行
く
が
、
先
に
も
断
っ
た
よ
う
に
、
疑
問
副
詞
や
疑
問
の
代
名
詞
、
ク
語
法
に
よ
る
副

詞
用
法
の
も
の
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
除
外
す
る
。

以
下
で
は
、
漢
文
訓
読
文
と
同
様
の
呼
応
を
す
る
も
の
と
、
漢
文
訓
読
文
に
見
ら
れ
な
い
呼
応
を
す
る
語
法
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
に
ど
の
程

度
現
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
の
か
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
案
集
の
文
章
の
性
格
、
更
に
は

「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
　
と
の
文
章
の
性
格
に
つ
い
て
の
問
題
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
解
明
に
努
め
て
み
た
い
と
思
う
。
漢
文
訓
読
語
と
同
様

の
呼
応
を
す
る
も
の
と
、
凛
文
訓
読
語
に
見
ら
れ
な
い
呼
応
を
す
る
も
の
と
が
、
．
同
一
女
章
内
に
現
わ
れ
た
場
合
の
そ
れ
ら
の
持
つ
問
題
に
つ
い

（12）

て
は
、
・
既
に
『
今
昔
物
語
集
』
・
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
原
栄
一
氏
の
御
高
論
が
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
・
『
平
家
物
語
』
　
の
文
体
や
成
立
時
代

等
を
勘
案
す
る
と
、
原
氏
の
御
論
文
は
『
草
案
集
』
に
お
け
る
問
題
を
考
え
る
上
で
比
較
・
参
考
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
（
以
下
『
今
昔
物
語

集
』
・
『
平
家
物
語
』
に
関
す
る
記
述
・
引
用
は
原
栄
一
氏
の
御
論
文
に
基
ず
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
）
。

陳
述
副
詞
の
中
で
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
「
ア
へ
テ
（
敢
）
」
に
対
す
る
「
え
」
、
「
カ
ツ
テ
（
曽
）
」
に

対
す
る
「
つ
ゆ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
パ
『
草
案
集
』
で
の
使
用
例
は
「
ア
へ
テ
」
一
例
、
「
え
」
二
例
が
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
「
敢
」

は
否
定
表
現
で
あ
っ
て
反
語
表
現
は
電
い
。
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
で
も
否
定
表
現
専
用
で
あ
る
（
本
書
の
「
カ
ツ
テ
」
一
例
は
情
態
副
詞
＜
表

I
＞
と
し
て
の
用
法
で
あ
．
る
。
．
「
有
海
ハ
都
テ
如
鷲
「
湛
フ
癖
愛
ノ
酒
㌘
＜
六
オ
8
＞
）
。

○
施
陀
羅
抑
テ
涙
一
申
方
仰
敢
テ
ア
タ
ナ
ラ
ス
実
ハ
」
后
ノ
宣
旨
ナ
リ
　
＜
二
十
三
ウ
9
＞
、

○
大
王
何
ご
灘
弄
何
ヲ
モ
可
サ
ラ
竃
心
食
テ
詭
ノ
春
ハ
左
右
二
引
キ
ツ
レ
テ
同
愛
シ
北
同
ノ
匂
一
＜
二
十
ウ
1
1
V

華
っ
て
、
㍉
本
書
で
は
全
体
を
通
七
て
、
．
陳
述
劇
詞
を
用
い
る
場
合
、
そ
の
語
形
は
漢
文
訓
読
語
と
共
通
の
も
の
に
よ
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
切
語
形
は
同
一
で
虜
つ
て
も
用
法
に
異
同
が
存
す
る
。
即
ち
、
和
文
的
用
法
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
説
話
部
」
に

限
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
慰
有
の
状
況
を
整
理
し
た
も
の
が
表
Ⅱ
で
あ
る
家
Ⅱ
の
訓
読
語
に
は
漢
文
訓
読
的
用
法
、
和
文
語
に
は
和
文
的
用
法
の
も

の
を
含
む
）
。



表

部

説

話

訓
　
　
読
　
　
琵

和
　
　
文
　
　
語

読
　
　
語

和
　
　
文
　
　
語

寧
　
　
蓋
シ

未
対
人
6
）
　
未
（
8
）

況
∧
含
何
況
＞
（
9
）

更
ニ
須設将的若
ク㌘

2
）

縦正方

宛

豊
（
3
）

エ

（

2

）

未
　
　
や
干
今
（
2
）

況
＜
含
何
況
＞

更
ニ
（
4
）

将方若穿
！
1
（
3
）

ヨ
モ

＊
　
（
　
）
内
の
数
字
は
用
例
数
、
二
例
以
上
あ
る
場
合
に
示
す
。

以
下
各
語
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
る
。

1
、
「
宣
」
に
は
否
定
・
反
語
の
両
用
法
が
あ
る
が
、
中
世
に
お
け
る
和
文
系
用
法
は
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

否
定
表
現
と
し
て
は
め
っ
た
に
用
い
ら
れ
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
草
案
集
に
お
い
て
も
三
例
と
も
に
反
語
表
現
で
あ
り
、
し
か
も
呼
応
の
整

っ
た
正
格
の
反
語
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

ヽ

▽
豊
二
極
楽
ノ
蓮
花
ヲ
隔
テ
ム
ヤ
　
＜
今
昔
＞

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
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▽
封
図
き
や
、
忽
に
礼
儀
の
郷
を
貢
い
だ
さ
れ
て
、
泣
々
無
智
の
境
に
身
を
よ
せ
ん
と
　
＜
平
家
∨

．

1

（

一

　

　

ヽ

○
豊
図
キ
ヤ
チ
リ
ヲ
モ
不
シ
ト
屠
一
之
尊
シ
古
可
埋
薪
ノ
下
コ
　
＜
二
十
二
品
∵
説
話
＞

○
都
卒
天
不
之
偽
報
正
報
豊
我
心
性
之
所
二
荘
厳
ス
ル
ロ
　
＜
二
十
九
ウ
1
2
・
説
話
∨

ヽ

○
夕
－
六
与
仏
共
臥
ス
何
不
期
本
寛
之
随
一
乎
朝
ニ
ハ
与
仏
t
倶
ニ
ヲ
ク
呈
可
隔
智
恵
之
光
一
乎
　
＜
三
十
ウ
1
0
・
説
話
＞

2
、
「
未
」
の
和
文
的
用
法
と
し
て
こ
れ
の
肯
定
表
現
用
法
が
あ
る
。
源
氏
物
語
に
お
い
て
は
、
否
定
辞
と
呼
応
す
る
否
定
表
現
用
法
と
肯
定

（13）

表
現
用
法
と
が
折
半
し
た
形
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
も
「
説
話
部
」
に
の
み
僅
か
一
例
で
あ
る
が
、
肯
定
表
現
と
思
わ
れ
る
用
法
が

あ
る
。○
当
国
住
居
未
夕
儒
」
座
坐
二
恒
例
講
法
被
修
候
問
国
中
有
様
。
ソ
イ
ツ
シ
カ
荒
雲
「
思
食
侯
ヌ
　
＜
十
三
オ
5
・
説
話
＞

ま
た
、
「
末
」
で
他
に
も
注
意
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
「
表
白
部
」
で
は
、
「
未
」
の
総
て
が
、

○
老
死
二
結
縛
未
㌘
解
老
死
復
マ
タ
成
天
明
之
緒
「
　
＜
五
ウ
1
3
・
表
白
＞

○
露
未
㌢
向
－
朝
光
一
而
消
ヌ
錐
開
「
咲
荒
長
「
ト
　
＜
六
ウ
2
・
表
白
＞

○
花
ハ
未
㌢
随
風
三
父
ル
」
野
辺
ノ
露
？
…
・
（
略
）
…
：
月
末
㌘
隠
」
葦
昇
ル
モ
山
路
ノ
焙
つ
可
。
卜
献
t
如
此
　
＜
六
ウ
7
・
8
・
表
白
＞

の
如
く
再
読
さ
れ
る
か
、
或
い
は
単
な
る
打
消
・
否
定
の
辞
と
し
て
直
ち
に
ズ
・
ジ
に
訓
ま
る
べ
き
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
「
説
話
部
」
で
は
「
未
」
が
激
減
し
僅
か
五
例
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
　
「
そ
の
時
が
来
て
い
な
い
意
」
　
を
表
わ
す
時
に

の
み
「
未
」
を
用
い
て
い
る
ら
し
く
、
単
な
る
打
消
・
否
定
を
表
わ
す
の
は
「
非
・
不
・
荒
」
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

○
顕
其
撃
云
事
未
見
一
未
聞
】
故
今
晶
中
二
語
タ
テ
十
善
大
王
入
テ
仙
洞
」
聴
経
一
之
草
知
ラ
セ
志
「
書
ク
妙
法
一
者
　
＜
十
二
オ
1
0
・
説
話
＞

尚
、
否
定
の
陳
述
副
詞
と
し
て
、
副
詞
化
さ
れ
和
化
さ
れ
た
用
法
の
「
干
今
」
が
、
こ
れ
も
「
説
話
部
」
に
の
み
二
例
あ
る
こ
と
を
参
考
に
付
し

て
お
く
。

O
r
梵
釈
女
」
倶
時
成
道
焉
雨
龍
女
即
身
正
単
。
刊
剣
か
始
t
難
儀
候
　
＜
十
六
オ
1
1
・
説
話
＞



1
．
′
ヽ
′
l
′
l
′
ヽ

○
我
ハ
運
遅
シ
テ
干
今
荒
其
験
↓
王
子
ニ
モ
坐
せ
妃
宮
ニ
毛
細
七
君
ヲ
ハ
サ
テ
奉
畢
　
＜
二
十
一
オ
7
・
説
話
＞

3
、
「
況
（
何
況
を
含
む
）
」
は
本
来
反
語
表
現
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
も
そ
の
殆
ど
が
反
語
表
現
で
あ
り
、
型
の
上
で
も
、
「
表

白
部
」
に
お
い
て
も
「
説
話
部
」
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
国
語
化
は
認
め
ら
れ
る
が
、
平
安
中
期
以
後
の
漢
文
訓
読
の
型
を
踏
襲
し
て
い
る

（14）
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

〇
一
念
」
矧
不
望
遠
脚
数
供
挙
判
　
＜
七
オ
9
・
表
白
）

○
有
ラ
バ
智
ム
仏
道
入
㌢
頭
目
髄
脳
」
重
ヲ
呆
呈
餞
況
於
綾
羅
錦
銀
ノ
里
刊
　
＜
十
四
オ
ほ
・
説
話
＞

○
其
子
自
ラ
生
」
長
㍍
畜
類
矧
ヲ
而
リ
咄
人
界
劃
。
八
二
十
九
オ
4
・
説
話
∨

と
こ
ろ
が
、
「
況
」
が
反
語
枚
能
を
有
さ
ず
「
ま
し
て
」
や
「
む
ろ
ん
」
と
か
い
う
副
詞
と
同
様
に
、
文
頭
に
　
「
況
」
を
持
つ
文
が
平
叙
さ
れ

た
用
法
が
「
説
話
部
」
に
一
例
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
呼
応
は
な
く
、
全
く
漢
文
風
の
「
イ
ハ
ム
ヤ
」
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
和
化
し
た
用
法
と
言

え
よ
う
。

イ
．
ト
ヽ

○
萩
上
風
夕
空
殊
悲
キ
不
別
所
一
萩
下
露
ユ
」
旅
ノ
奄
ハ
弥
心
ス
コ
キ
モ
ノ
ヲ
何
況
山
林
幽
l
；
テ
人
モ
不
通
一
仙
洞
ハ
静
ニ
シ
テ
烏
夕
一
芸
音
セ
サ
ム
ナ
リ

＜
十
五
オ
1
0
・
説
話
＞

こ
れ
と
同
種
の
用
法
が
伊
勢
物
語
・
今
昔
物
語
集
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

▽
さ
れ
ど
ま
だ
若
け
れ
ば
、
文
も
を
さ
く
し
か
ら
ず
、
こ
と
ば
も
い
ひ
し
ら
ず
、
い
は
む
や
歌
は
よ
ま
ざ
り
け
れ
ば
　
＜
伊
勢
物
語
＞

▽
何
況
ヤ
父
母
ノ
此
レ
ヲ
愛
シ
養
ハ
ム
事
裁
リ
也
　
＜
今
昔
物
語
集
＞

▽
真
言
ヲ
不
持
ズ
、
顕
教
ヲ
不
習
ズ
、
何
況
ヤ
俗
典
ヲ
不
好
ズ
。
只
一
心
二
法
花
経
ヲ
読
奉
ケ
ル
間
ニ
＜
今
昔
物
語
集
＞

因
み
に
、
「
説
話
部
」
の
他
三
例
の
内
訳
は
「
況
於
…
…
乎
」
二
例
、
「
況
…
…
体
言
＋
ヲ
ヤ
」
一
例
で
あ
る
。

4
、
「
更
」
に
は
肯
定
表
現
と
否
定
表
現
と
し
て
の
陳
述
副
詞
と
の
用
法
が
あ
る
。
陳
述
副
詞
　
「
更
ニ
」
　
は
漢
文
本
来
の
用
法
で
は
な
く
、
極

め
て
和
文
的
な
用
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
肯
定
表
現
に
用
い
ら
れ
る
「
更
ニ
」
は
特
に
訓
読
語
と
し
て
の
印
象
を
強
く
与
え
る
語
で
あ
る
。

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
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▽
聖
人
ノ
云
ク
、
真
二
不
可
治
ズ
　
＜
今
昔
物
語
集
＞

ヽ

▽
い
つ
か
わ
が
身
の
う
へ
な
ら
ん
と
思
ひ
し
か
ば
、
嬉
し
と
は
さ
ら
に
思
は
ず
　
＜
平
家
物
語
＞

ヽ

▽
い
と
か
う
し
も
み
え
じ
と
お
ぼ
し
し
づ
む
れ
ど
、
剖
扇
咄
え
し
の
び
あ
え
さ
せ
給
は
ず
　
＜
源
氏
物
語
＞

そ
こ
で
本
書
の
「
更
」
を
み
る
と
、
「
表
白
部
」
の
一
例
は
肯
定
表
輿
「
説
話
部
」
′
の
四
例
は
総
て
否
定
表
現
の
陳
述
副
詞
と
い
う
戟
然
た
る
相

違
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

○
蓮
台
更
二
分
九
品
ノ
増
進
「
　
＜
七
オ
7
・
表
白
＞

○
其
河
ノ
流
悉
皆
入
大
海
壷
サ
レ
ト
モ
大
海
ノ
水
琴
卦
増
㌢
ト
　
＜
二
十
八
オ
6
・
説
話
＞

○
カ
ヤ
ウ
ニ
・
二
切
衆
生
ハ
飲
ム
こ
」
五
欲
ノ
水
遠
忌
飽
「
ト
　
＜
二
十
八
オ
9
・
説
話
＞

〇
五
欲
之
流
ハ
入
衆
生
ノ
心
水
高
岩
」
飽
「
ト
　
＜
二
十
八
オ
川
・
説
話
＞

．
．
．
．
．
′
．
．
．
く
′
ヽ

○
苦
海
人
力
鈎
ヲ
モ
飲
ッ
レ
ハ
彼
魚
子
更
二
元
ソ
ク
ツ
．
コ
ト
一
＜
二
十
九
オ
2
・
説
話
＞

右
の
如
く
、
「
説
話
部
」
に
お
い
て
は
総
て
が
「
更
ニ
～
コ
ト
元
」
の
型
に
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
用
い
ら
れ
た
傑
述
副
詞
な
の
で
あ
る
。

5
、
「
マ
サ
ニ
」
は
、
本
書
で
は
「
方
・
将
・
正
・
当
・
仇
」
　
の
五
種
類
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
。
そ
の
用
例
は
次
に
示
す
如
く
で
あ
る
。

〔
表
白
部
〕

川
四
暁
巳
l
痘
テ
」
周
忌
正
。
満
ク
リ
年
ハ
錐
ト
モ
移
り
別
ハ
似
ク
リ
昨
㌧
　
＜
三
ウ
6
＞

何
方
二
年
石
城
ノ
ロ
化
ハ
卒
歳
怠
於
双
林
昌
滅
之
」
朝
二
一
十
年
当
千
此
時
一
＜
八
ウ
6
＞

再
須
ク
仰
テ
三
実
「
口
語
一
方
祈
ル
一
乗
流
布
「
因
立
㌔
讃
歎
慈
恵
大
師
」
徳
行
一
∧
十
∵
オ
4
＞

何
亡
心
之
月
常
。
陰
り
（
略
）
肉
蓮
之
等
将
㌍
枯
リ
ム
ト
　
＜
六
オ
3
＞

榊
大
法
ノ
流
行
水
将
㍍
乾
て
ト
　
＜
十
「
オ
4
＞



0
為
こ
ハ
訴
仏
言
誠
磁
刷
荒
廃
伽
軍
営
供
仏
等
寧
興
隆
シ
テ
」
三
宝
止
住
奉
フ
ム
ト
ナ
リ
＜
三
ウ
1
0
＞

〔
説
話
部
〕

用
未
来
世
中
ノ
文
ハ
幽
ニ
シ
テ
正
何
時
ト
云
誓
ト
　
＜
十
六
ウ
9
＞

研
第
五
巻
」
将
釈
此
巻
可
有
三
義
元
来
意
者
上
品
　
＜
十
；
9
＞

初
夢
八
巻
」
将
釈
当
巻
任
例
一
順
シ
テ
恒
哀
意
ハ
三
意
ア
リ
先
来
意
上
品
ノ
中
　
＜
十
七
ウ
4
＞

伺
辞
テ
台
領
之
要
義
交
ス
当
国
之
誉
言
ト
ト
田
雪
ソ
合
セ
ラ
レ
侯
へ
　
＜
十
三
オ
1
V

国
尺
迦
如
来
与
須
達
長
者
大
法
主
与
」
大
施
事
方
嘉
左
右
一
師
檀
ノ
間
リ
候
　
＜
二
十
六
オ
1
0
＞

囲
断
徳
ノ
片
分
ヲ
ハ
奉
寂
静
多
宝
盲
知
荒
尽
意
解
ハ
玉
「
既
是
等
覚
一
黙
入
テ
　
＜
二
十
オ
8
＞

右
の
例
の
如
く
、
本
書
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
字
に
用
法
上
の
区
別
が
存
す
る
と
は
兄
が
た
い
。
即
ち
、
「
正
」
を
情
態
副
詞
に
、
「
当
」
「
将
」

を
陳
述
副
詞
に
用
い
る
と
い
う
規
則
も
な
い
よ
う
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
と
は
反
対
の
用
法
が
な
さ
れ
て
い
る
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
但

し
、
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
と
に
分
け
て
見
る
と
両
者
間
に
い
く
ら
か
の
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
「
表
白
部
」
で
は
「
正
」

「
方
」
を
情
態
副
詞
に
、
「
将
」
「
仇
」
を
陳
述
副
詞
に
用
い
て
お
り
、
「
説
話
部
」
で
は
「
正
」
「
将
」
を
情
態
副
詞
に
、
「
当
」
「
方
」
を
陳
述
副

詞
に
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
将
」
と
「
方
」
と
の
用
法
が
、
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
と
で
全
く
反
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

だ
け
で
考
え
る
と
、
「
表
白
部
」
の
「
マ
サ
ニ
」
の
用
字
法
は
、
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
様
で
漢
文
風
の
本
来
の
規
則
に
準
じ
て
い
る

か
の
如
く
に
田
貰
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
が
一
二
例
だ
け
し
か
拾
え
な
い
点
に
問
題
が
残
り
、
必
ず
し
も
「
表
白
部
」
の
用

字
法
が
用
法
を
区
別
す
る
と
い
う
意
識
の
も
と
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
「
マ
サ
ニ
」
を
表
わ
す
漢
字
五
種
類
を
随
意
に
使
用

し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
偶
然
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
一
方
で
は
、
単
な
る
偶
然
性
ば
か
り
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
ふ
L
も
あ
る
。
先
述
の
用
字
基
盤
を
勘
え
た
時
、
殆
ど
の
副
詞
の

漢
字
が
唯
一
種
、
多
く
と
も
二
種
の
漢
字
に
依
っ
て
い
る
と
い
う
単
調
さ
が
指
摘
で
き
た
。
そ
の
中
で
五
種
類
の
多
き
に
渡
っ
た
の
は
こ
の
「
マ

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
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サ
ー
こ
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
用
字
法
の
相
違
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
仮
に
「
表
白
部
」
に
先
の
如
き
用
法
上
の
区
別
を
認
め
た
場
合
（
「
正
」
「
方
」
が
情
態
副
詞
、
「
将
」
「
位
」
が
陳
述
副
詞
）
、
「
説
話
部
」
　
に

お
い
て
は
「
将
」
と
「
方
」
と
の
用
法
が
全
く
反
対
で
あ
る
こ
と
を
先
に
指
摘
し
た
。
「
将
」
が
　
「
表
白
部
」
　
で
は
回
国
の
如
く
推
量
の
陳
述
副

詞
と
し
て
必
ず
再
読
さ
れ
た
二
訓
表
記
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
説
話
部
」
で
は
研
用
の
如
く
非
再
読
の
（
補
読
も
恐
ら
く
必
要
と
し
な
い
）
情
態
副
詞

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
方
」
は
「
表
白
部
」
で
情
態
副
詞
回
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
説
話
部
」
で
も
回
は
情
態
副
詞
で
あ
る
が
、
叫

は
陳
述
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
と
見
る
べ
く
思
え
る
。
屈
の
後
に
続
く
文
の
内
容
は
、
釈
迦
と
須
達
・
法
主
と
施
主
は
同
等
で
な
い

（
師
槙
の
問
に
左
右
有
る
）
こ
と
を
述
べ
て
い
を
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
昔
物
語
集
に
み
ら
れ
る
と
同
様
「
改
ま
っ
た
場
面
で
高
調
吐
言
す
る

時
に
用
い
る
」
強
調
語
法
で
、
反
語
表
現
の
陳
述
副
詞
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
竹
取
・
伊
勢
・
落
窪
・
源
氏
な
ど
の
物
語
に
も
見
ら
れ
る
「
マ

サ
ニ
」
の
反
語
表
現
は
、
和
文
的
用
法
で
あ
り
、
本
資
料
に
お
い
て
は
「
説
話
部
」
に
し
か
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

ヽ

▽
虚
空
蔵
ノ
謀
り
給
ハ
ム
こ
、
将
二
愚
ナ
ラ
ム
ヤ
　
＜
今
昔
物
語
集
＞

ヽ

▽
こ
の
君
の
か
う
け
し
き
ば
み
あ
り
き
給
を
割
引
鴫
ま
て
ば
す
ぐ
し
給
ひ
て
む
や
　
＜
源
氏
物
語
＞

ヽ

▽
と
か
く
く
れ
な
む
に
割
判
喝
う
ど
き
姶
な
ん
や
　
＜
源
氏
物
語
＞

ヽ

▽
ま
さ
に
さ
か
し
き
事
せ
ん
や
と
て
　
＜
落
窪
物
語
＞

6
、
「
若
（
モ
シ
）
」
は
呼
応
す
る
語
の
相
違
に
よ
っ
て
仮
定
表
現
・
疑
問
表
現
・
推
量
表
現
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
但
、
「
若
」
の
中
心
は

仮
定
表
現
で
あ
り
、
『
草
案
集
』
に
お
い
て
も
唯
一
例
を
除
い
て
は
総
て
仮
定
表
現
で
あ
る
。
が
、
そ
の
例
外
の
一
例
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
疑
問
表
現
と
思
わ
れ
る
左
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
説
話
部
」
に
の
み
あ
る
。

○
求
卜
之
一
」
蒼
中
箱
底
ハ
若
持
妙
法
之
財
て
験
仏
寺
辺
霊
社
シ
メ
ノ
内
充
尋
残
所
「
無
シ
求
サ
セ
ル
方
「
　
＜
十
四
ウ
8
・
説
話
＞

漢
文
に
お
い
て
は
純
粋
な
疑
問
副
詞
「
若
」
の
用
法
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
「
若
」
が
「
～
ヤ
」
「
～
カ
」
　
「
－
ヤ
～
連
体
形
」
　
と
呼
応
し
て
疑
問

表
現
を
な
す
用
法
は
国
語
に
お
け
る
古
来
の
用
法
で
あ
る
。



斯
る
「
モ
シ
」
の
仮
定
表
現
は
、
『
草
案
集
』
で
は
総
て
順
接
仮
定
条
件
句
に
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、
逆
接
仮
定
条
件
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
タ

ト
ヒ
」
に
限
ら
れ
、
順
接
「
若
」
と
の
区
別
は
分
明
で
あ
る
。

〈

′

ヽ

　

　

　

　

　

鵬

カ

イ

用
遇
コ
ト
ハ
」
愁
盲
々
二
常
多
ク
愛
コ
ト
ハ
楽
一
世
々
遠
夕
希
ナ
リ
設
錐
含
「
恍
l
不
久
韮
籠
ノ
暁
ノ
ロ
」
富
夫
㌢
向
義
光
南
消
ヌ
＜
六
ウ
1
嘉
白
＞

伺
縦
向
経
巻
㌧
久
尽
ト
モ
眼
精
一
＜
八
オ
4
・
表
白
＞

再
設
又
仙
人
詞
実
ナ
リ
ト
モ
公
ハ
」
争
テ
カ
コ
ラ
へ
給
へ
キ
　
＜
十
五
オ
8
・
説
話
＞

川
の
例
「
設
」
は
既
定
逆
接
「
ト
雄
」
で
呼
応
し
て
い
る
が
、
下
旬
と
の
関
連
に
お
い
て
内
容
的
に
は
逆
接
仮
定
条
件
句
を
成
し
て
い
る
。

7
、
最
後
に
、
和
文
特
有
語
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
陳
述
副
詞
「
ユ
メ
〈
」
「
づ
モ
」
に
つ
い
て
み
る
。
こ
れ
は
院
政
期
の

（15）

漢
文
訓
読
で
は
用
い
ら
れ
る
語
法
で
は
な
い
が
、
『
草
案
集
』
に
お
い
て
は
「
表
白
部
」
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
「
説
話
部
」
に
限
っ
て
用
例

が
拾
え
る
。

〔
瑠
璃
〕

○
努
々
為
人
不
事
弁
説
花
匂
薄
口
経
玉
玉
ニ
ハ
充
ト
痕
一
可
恩
食
候
　
＜
十
七
オ
1
0
・
説
話
＞

、
．
ヽ

○
依
故
御
劉
月
Ⅵ
不
シ
キ
疑
一
事
ト
、
覚
候
　
＜
二
十
ウ
4
・
説
話
＞

○
大
王
ハ
穿
く
カ
、
ル
事
ヲ
モ
不
シ
テ
知
金
一
太
子
可
参
一
申
后
細
」
方
べ
申
七
給
シ
ニ
＜
二
十
四
ウ
5
・
説
話
＞

「
ユ
メ
〈
（
努
々
）
」
は
禁
止
・
否
定
の
両
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ヽ

○
旋
陀
羅
三
吉
方
我
身
元
犯
一
ヨ
モ
大
王
ノ
」
仰
ニ
ハ
ア
ラ
シ
我
身
幼
稚
ナ
リ
旋
陀
羅
力
寧
示
似
一
＜
二
十
三
ウ
7
・
説
話
＞

右
は
「
ジ
」
と
呼
応
し
た
否
定
推
量
表
現
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
如
く
に
、
『
草
案
集
』
に
用
い
ら
れ
た
陳
述
副
詞
は
、
語
形
は
訓
読
語
と
同
一
の
も
の
に
依
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
用
法
は
必

ず
し
も
訓
読
文
的
用
法
ば
か
り
で
な
く
、
源
氏
物
語
等
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
和
文
に
現
わ
れ
る
和
文
特
有
の
用
法
や
今
昔
物
語
集
の
本
朝
部
に

現
わ
れ
る
が
如
き
、
相
当
に
和
文
的
用
法
の
も
の
が
存
す
る
。
か
つ
、
そ
の
和
文
的
用
法
は
「
説
話
部
」
に
の
み
偏
っ
て
存
す
る
な
ど
の
点
に
特

徴
が
あ
る
の
で
あ
る
。

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
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小
稿
は
副
詞
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
し
て
少
し
く
考
察
し
て
み
た
。

先
ず
漢
字
の
用
字
基
盤
は
当
時
の
日
常
常
用
語
に
依
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
、
一
語
を
表
わ
す
為
に
用
い
る
漢
字
は
唯
一
種
類
、
多
く
と
も
二
種

嶺
の
漢
字
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
極
め
て
単
調
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
の
単
調
さ
は
、
「
説
話
部
」
　
に
於
け
る
方
が

「
表
白
部
」
　
に
於
け
る
よ
り
も
際
立
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
字
の
用
字
基
盤
の
単
調
さ
は
副
詞
の
漢
字
表
記
の
場
合
に
限

ら
ず
、
他
品
詞
を
表
記
す
る
漢
字
全
体
の
用
字
基
盤
に
及
ぼ
し
う
る
特
性
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
予
想
で
き
よ
う
。

ま
た
、
本
書
全
体
の
文
体
は
所
謂
和
漢
混
清
文
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
表
白
部
」
の
用
字
法
は
、
漢
文
乃
至
漢
文
訓
読
文
的
な
も
の
に
依
ろ
う

と
す
る
態
度
が
濃
厚
で
あ
る
と
見
得
る
の
に
対
し
、
「
説
話
部
」
　
の
用
字
法
は
、
漢
文
訓
読
文
的
な
も
の
も
含
み
な
が
ら
も
和
文
特
有
語
や
和
文

的
用
法
を
多
く
交
え
た
も
の
で
あ
り
、
源
氏
物
語
等
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
和
文
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
、
本
題
目
に
示
し
た
如
く
に
、
本
書
の
用
字
特
に
副
詞
の
そ
れ
に
つ
い
て
の
実
態
を
概
観
し
そ
の
特
質
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る

が
、
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
と
を
対
比
し
両
者
の
相
違
す
る
点
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
中
心
に
な
っ
た
観
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
本
書
の
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
と
の
性
格
が
多
く
の
点
で
一
線
を
画
し
う
る
も
の
で
あ
る
為
に
必
然
的
に
そ
う
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
『
草
案
集
』
の
実
態
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
「
表
白
部
」
と
「
説
話
部
」
　
と
の
斯
る
相
違
が
、
『
草
案
集
』
固
有
の
も
の
な
の
か
、
一
般
的
な
表
白
と
説
話

と
い
う
文
章
の
性
格
（
表
現
内
容
）
・
文
体
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
、
又
、
表
白
と
い
う
特
殊
な
文
体
が
意
識
さ
れ
て
他
の
文
体
と
区
別
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
時
代
の
推
移
に
よ
り
変
遷
し
そ
れ
ら
の
一
部
と
し
て
『
草
案
集
』
の
「
表
白
部
」
が
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、

等
々
考
え
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
。

最
後
に
、
論
者
の
『
草
案
集
』
に
つ
い
て
の
作
業
は
、
未
だ
解
読
と
い
う
に
は
程
遠
い
現
状
で
あ
り
、
漏
れ
も
多
く
、
触
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の



不
充
分
な
部
分
も
あ
ろ
う
。
今
後
用
例
等
も
増
え
よ
う
か
と
思
う
。
先
ず
は
、
二
時
も
は
や
く
解
読
の
完
璧
を
期
し
た
い
と
田
雪
て
い
る
。

注（1）
（2）
（3）

（4）

（5）

（6）（7）（8）（9）

小
林
芳
娩
先
生
『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
』
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
三
輯
・
「
九
七
二
年
三
月
）
の
解
説
に
基
ず
く
。

本
稿
で
用
い
た
『
類
衆
名
義
抄
』
は
観
智
院
本
で
あ
る
。

本
稿
で
引
用
し
た
『
色
葉
字
類
抄
』
は
、
前
田
家
本
を
基
と
し
、
前
田
家
本
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
黒
川
本
で
こ
れ
を
補
っ
た
。
以
下
も
同
様
で
あ

る
。例
え
ば
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

○
風
聞
光
り
」
円
刊
∃
舅
日
月
極
テ
遅
ク
　
＜
七
ウ
2
＞

○
法
身
体
遍
諸
衆
生
万
徳
疑
然
」
性
常
任
不
生
不
滅
　
＜
三
十
一
ウ
9
＞

〔
菩
薩
〕

○
サ
ル
テ
ハ
暇
惜
ウ
モ
封
二
億
ノ
井
二
尽
ヨ
リ
モ
一
期
ノ
カ
一
＜
十
九
オ
9
＞

「
鮮
誓
ヤ
1
／
4
」
の
如
き
場
合
は
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
「
鮮
ア
サ
ヤ
カ
。
荷
絆
農
上
」
と
あ
り
、
「
ア
サ
ヤ
カ
ニ
」
の
訓
を
有
す
る
漢
字
が
四
種
あ
る
中

で
、
草
案
集
の
「
鮮
」
は
欝
一
位
に
掲
出
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
。

小
林
芳
規
博
士
「
国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
（
『
高
山
寺
資
料
叢
書
算
二
冊
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
所
収
）
・
峰
岸
明
「
高
山
寺
本
古

往
来
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
（
同
前
書
所
収
）

タ
ニ
ハ
与
仏
共
臥
ス
何
不
期
本
寛
之
暁
」
乎
朝
1
ニ
与
仏
瓦
誓
ヲ
ク
豊
可
隔
知
恵
之
光
一
平
終
占
誓
与
仏
直
ト
モ
終
日
。
」
不
知
仏
南
不
悲
歎
乎
＜
三

十
ウ
1
0
＞

築
島
裕
博
士
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
・
『
平
安
時
代
語
新
論
』
を
中
心
と
す
る
。

宮
島
達
夫
編
『
孟
ハ
対
照
語
い
表
』
を
基
に
、
更
級
日
記
ま
で
の
十
「
作
品
を
中
心
に
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
を
和
文
語
、
使
用
さ
れ
な
い
も
の
を
訓
読

語
と
い
う
要
領
で
私
に
分
類
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
数
の
少
な
い
も
の
に
関
し
て
は
索
引
か
ら
本
文
に
当
り
、
検
討
し
て
分
類
し
た
も
の
も
二
部
あ

る
。

（
1
0
）
A
類
「
大
ニ
」
に
つ
い
て
は
、
原
栄
一
氏
の
御
論
文
（
注
ほ
論
文
）
に
於
て
、
程
度
副
詞
「
大
（
お
は
き
に
）
」
は
変
体
漢
文
用
語
に
近
い
漢
文
訓
読
系
の

用
語
で
あ
り
、
和
文
語
「
い
た
く
（
う
）
」
に
対
す
る
。
又
、
係
る
動
詞
に
偏
向
性
が
あ
り
、
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
で
は
心
理
作
用
を
表
わ
す
動
詞
、

具
体
的
に
は
喜
怒
哀
楽
の
情
を
表
わ
す
動
詞
に
偏
る
、
と
い
う
旨
の
説
明
が
あ
る
。
本
書
に
も
そ
の
偏
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
訓
読
語
と
は
い
え
、

『
草
案
集
』
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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和
化
さ
れ
た
用
法
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

・
′
＼
（
・
′
l
ヽ

○
仏
此
時
ア
サ
咲
テ
大
l
癌
給
シ
バ
堂
ト
申
。
ト
ノ
不
思
議
ノ
功
徳
㌢
覚
候
へ
　
＜
二
十
六
ウ
2
＞

／

ヽ

′

ヽ

，

，

一

ヽ

○
長
者
大
二
悦
テ
直
ト
ハ
可
モ
恩
一
不
候
　
＜
二
十
七
オ
3
＞

そ
れ
に
対
し
、
同
じ
漢
文
訓
読
語
系
の
副
詞
「
全
」
は
「
表
白
部
」
に
の
み
用
い
ら
れ
る
が
、
今
昔
物
語
集
・
平
家
物
語
に
否
定
表
現
の
陳
述
副
詞
と
し
て

用
い
ら
れ
る
が
如
き
和
文
的
用
法
は
『
草
案
集
』
で
は
み
ら
れ
な
い
。

○
海
内
和
穆
ニ
；
テ
君
臣
全
似
ラ
ム
風
雲
】
　
＜
七
ウ
3
・
表
白
＞

○
諸
徳
大
法
主
為
二
謝
『
海
水
」
之
凰
壷
沃
此
ノ
石
　
＜
十
オ
1
3
・
表
白
＞

）補
C
類
で
「
惣
テ
」
を
和
文
語
と
し
た
が
、
太
書
で
は
和
文
語
と
し
て
の
情
態
副
詞
用
法
で
あ
り
、
訓
読
文
的
用
法
（
否
定
表
現
の
陳
述
副
詞
）
は
な
い
。

ノ
し

○
天
下
ノ
中
二
惣
テ
有
二
万
五
」
千
九
百
ノ
大
河
】
其
河
ノ
流
悉
皆
入
大
海
一
也
　
∧
二
十
八
オ
5
・
説
話
＞

（
1
1
）
　
「
互
ニ
」
は
本
書
中
に
「
カ
タ
ミ
ニ
」
の
仮
名
書
き
例
が
あ
る
の
で
、
「
カ
タ
、
、
、
ニ
」
と
訓
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、
総
て
「
カ
タ
、
、
、
ニ
」
と
訓

む
の
で
は
な
く
、
「
説
話
部
」
で
「
カ
タ
、
、
二
こ
、
「
表
白
部
」
で
「
タ
カ
イ
ニ
」
（
色
某
字
類
抄
に
訓
あ
り
）
と
訓
み
分
け
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ
に
訓
む
か
は
俄
か
に
決
め
難
い
。

〇
人
ノ
悪
ハ
ウ
へ
ハ
習
」
咲
ミ
テ
シ
タ
ハ
カ
タ
ミ
ニ
卒
寿
一
＜
二
十
ウ
1
3
・
説
話
＞

（
2
　
原
栄
一
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
副
詞
の
呼
応
」
（
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
・
人
文
科
学
篇
6
・
昭
和
四
十
三
年
十
月
十
日
）
・
同
「
平
家
物
語
副
詞
覚
書

そ
の
一
－
今
昔
物
語
集
と
の
比
較
か
ら
－
」
（
同
前
1
1
・
昭
和
四
十
九
年
三
十
一
日
）

（
1
3
）
．
注
1
2
論
文
参
照

（
望
　
春
日
政
治
「
盲
点
の
況
字
を
め
ぐ
っ
て
」
（
国
語
と
国
文
学
・
1
5
巻
1
0
号
・
昭
和
十
三
年
十
月
一
日
）

（
曇
　
小
林
芳
規
先
生
の
御
教
示
に
依
る
。
平
安
初
期
の
訓
点
に
は
そ
の
使
用
例
が
拾
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
十
二
日
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
（
於
広
島
大
学
）
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
補
訂
し
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

席
上
、
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
、
会
員
諸
氏
か
ら
種
々
お
教
え
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
小
林
芳
規
先
生
・
佐
々
木
峻
先
生
の
御
指
導

を
賜
っ
た
。
銘
記
し
て
学
風
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




